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角 谷 真 枝（茨木西ＲＣ）
米国ニューオリンズ
国際大会に参加して

　5月21日～25日まで米国ルイジアナ州New Orleans

で開催されました国際大会に21日、22日参加してま

いりました。4月上旬にミシシッピー河上流で大雨が

あり、その影響で下流地域が水没しているニュース

がテレビで連日放映されていました。その大水量が

ミシシッピー河口に到達するには90日かかるという

ことで、さすがアメリカ10州6,019kmを縦断するミ

シシッピーだと感心すると同時に、ひょっとして国

際大会に影響するのではないかと大変心配しました。

2006年5月にもNew Orleansを訪れましたが、その

時は、前年ハリケーン・カトリーヌで大きな損害を

受けた10カ月後でしたので、訪れる人は全く少なく

町全体がとても寂しい感じでした。しかし今回は、

丁度5月が米国の卒業式の時期でもあって、卒業記念

旅行の若者も多く、復興整備された町全体が明るい

雰囲気になっていました。New Orleansは観光地とし

ての本来のカラーを取り戻してきているように見え

ました。レイ・クリンギンスミス会長は、22日の開

会挨拶の際「地域を育み、大陸をつなぐ」という、

今年のテーマそのままを表すようなNew Orleansの復

興を映像でご紹介されたのですが、今回のロータ

リー国際大会開催は、町の復興に一役も二役も寄与

していたのではないかとつくづく感じたところです。

24日にはどうしても帰国しなくてはならなかった為、

田中作次RI会長ノミニーの会長エレクト受諾演説や、

楽しみにしていたビル・ゲイツ氏のポリオ撲滅活動

の講演が聞けなかったことは非常に残念でした。又

近藤雅臣ＲI理事をはじめ、第2660地区の方々にお会

いしたかったのですが、残念ながらお目にかかるこ

とができませんでした。やはり日本人食事会に参加

しなければ、会議会場でお会いするのは難しそうで

す。埼玉県からは田中作次会長ノミニーがいらっ

しゃる為、大変多くの参加者があったようです。21

日、22日は気温33度、アメリカ南部特有の強い日ざ

しでしたが、良いお天気に恵まれた2日間でした。

＜21日　登録と友愛の家＞

　身分証明書提示さえすれば登録は大変スムースで

した。今回は日本からEメールで国際大会に関する

色々な資料が用意でき、おかげで時間的な計画がた

てやすくなりました。登録時に詳しい日本語の大会

資料が貰えます。友愛の家のグランドオープニング

パレードや、各ブースを見て回りました。日本から

は広島平和レポート、東京恵比寿RCの「水と衛生設

備」プロジェクト、東日本大震災の被災地域である

第2520地区（岩手・宮城）のブースがありました。

総てのプログラムが、コンベンションセンター1ヶ所

で行われたので移動は大変楽でした。

＜22日　開催本会議＞

　12時の開場を待つ人でアーネスト・メモリアル・

コンベンションセンターのＣ～Ｆを貫く物凄く長い

行列ができました。しかし、さすがロータリアン、

明るいお喋りはあっても総ての人が紳士的で穏やか

でした。

・元ＲI会長のご紹介では懐かしい方々がお元気で登

　場され、特に昨年地区大会におこし下さいました

　タイのビチャイ・ラタクルＰ・Ｐや、大阪大会の

　時奥様を亡くされお一人だったマジアベＰ・Ｐが、

　再婚された奥様とご出席されていたのが印象的で

　した。

・オープニングセレモニーでは今年度、大阪天満橋

　ＲＣから交換学生としてミズーリに派遣されてい
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　る山村芹菜さんが、1985年レイ現RI会長の助力に

　よって創立されたSCRYE（サウス・セントラル青

　少年交換多地区合同活動グループ）の一員として

　コーラスに参加。彼女の笑顔満面の顔がスクリー

　ンに大きく映し出された時は、実のおばあちゃ

　ん？の気分になって涙ぐんでしまいました。彼女

　は登録会場でも案内ボランティアで活躍していま

　した。コーラスの最後では会場の多くの人が立ち

　上がり拍手。前列のご婦人もハンカチで涙をぬ

　ぐっていらっしゃいました。日本ではさほど感じ

　ませんが、国際大会に参加すると、ロータリーが

　次世代青少年にかける想いがいかに大きいのか、

　良くわかります。私は少しの間でしたが、地区の

　青少年交換委員会の仕事に携わり良かったとつく

　づく思いました。その他少し気になったこととし

　て、会場には日本語・英語・フランス語・イタリ

　ア語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語の通訳

　提供が用意されていましたが、何故か中国語があ

　りませんでした。理由はあると思いますが、台

　湾・香港からの参加者、特に台湾からは今回多く

　参加されていましたので気の毒な気がいたしました。

　

＜ニューオリンズの観光とグルメ＞

　アメリカの中でも少し不思議な雰囲気のある魅力

的な町New Orleans。

　街中でジャズが流れるNew Orleansがあまりにも有

名ですが、グルメでは、牡蠣、アメリカザリガニ、

シーフード料理、ガンボ料理が有名です。又フレン

チ・クオーターとよばれる地区にあるカフェ・デュ

モンドのベニエという小さな四角いドーナツも有名

（江坂と茶屋町に、カフェ・デュモンドの支店があ

りますので、大阪でもベニエが味わえます）。

　ヒューストンに戻る途中、息子に勧められてオー

クアレイというシュガープランテーションを見学し

てきました。プランテーションというのは奴隷制度

のある頃、綿花の栽培や砂糖生産で富を築いた大農

園のことで、「風と共に去りぬ」にでてくるような

巨大なオーク（樫の木）群に囲まれた農園主のマン

ション（大邸宅）の見学ができます。New Orleansか

ら少し上流の両岸にはこうした大きなプランテー

ションが３つほどあり、会場からバスでプランテー

ション見学ツァーに参加されたロータリアンもいら

したようです。
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